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ガ
の
財
政
を
う
る
お
す

誦
ぶ
鮮
Ⅲ
泌
侶
球
心
畿
侭
も
。
器

七〇億円を費した富田

壁倉、打波の三発電所

は、昭和三十二年四月

着工いらい、十七ヵ月

の短期間に主な工事は

終り、八月二十九日に

は富田、壁倉の二発電

所で発電機の初運転が

行われ、いよいよ十月

一日から、営業運転に

移ることになりました

　

打波発電所は、十一

月初めに完成するので

この暁には合せて五万

キロワットの豊富な電

源供給地となります。

　

その上、発電所の設

備は大規模固定資産税

　

（最初の五年間は課税

価格の三分の一、次の

五年間は三分の二、十

一年目から全額課税）

の対象となって市財政

を潤すほか、観光面に

もよい条件が備わって

いますので、今後市の

発展に大きな役割を果

たすことになります。

　

富
田
発
電
所
の
初
運
転
の

当
日
は
、
関
係
係
員
ら
多
数

の
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
に

電
話
の
合
図
で
、
水
ソ
ウ
の

ト
ビ
ラ
が
開
か
れ
る
と
、
物

す
ご
い
音
響
と
共
に
水
車
は

回
転
を
始
め
ま
し
た

　

こ
の
発
電
所
を
く

ぐ
つ
だ
水
は
、
壁
倉

発
電
所
に
向
い
さ
ら

に
発
電
に
役
立
ち
ま

す
が
、
同
日
午
後
三

時
に
壁
倉
発
電
所
で

も
、
一
基
の
発
電
機

が
初
運
転
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
野
市
は
、
田
園

山
林
、
地
下
な
ど
、

豊
富
な
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

資
源
は
、
交
通
の
発
達
と
豊

富
な
電
力
資
源
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
る
の
で
、
越
美
北
線

の
早
期
開
通
と
発
電
所
の
誘

致
は
、
発
展
の
一
大
要
素
と

な
る
た
め
、
北
陸
電
力
株
式

会
社
の
計
画
し
た
三
発
電
所

の
誘
致
に
全
力
を
尽
し
て
来

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

幸
い
関
係
市
民
の
理
解
と

協
力
が
実
を
結
び
、
こ
こ
に

突
貫
工
事
が
見
事
に
完
成
し

た
事
は
、
ま
こ
と
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
大
野
市

民
が
関
心
を
深
め
て

い
る
奥
越
の
電
源
開

発
に
つ
い
て
北
陸
電

力
株
式
会
社
平
野
渉

外
課
長
に
こ
の
こ
と

を
尋
ね
て
み
ま
す
と

　

北
電
で
は
昭
和
三

　

十
四
年
四
月
に
着

　

工
の
計
画
で
準
備

　

を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す

　

が
地
元
、
和
泉
村
で
は
測

　

量
を
こ
ば
ん
で
い
る
た
め

　

相
当
遅
れ
る
と
見
て
い
る

と
語
り
ま
し
た
。

　

奥
越
開
発
の
た
め
に
も
一

日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
写
真
説
明
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①
富
田
発
電
所
全
景
②
下

唯
野
地
籍
富
田
発
電
所
取
水

口
③
富
田
発
電
所
貯
水
ソ

ウ
左
、
白
く
見
え
る
は
排

水
路
④
発
電
機
初
運
転
に

見
入
る
所
長
と
次
長

こ1
－
－

J
津

中

市
営
住
宅
二
十
戸

市
民
の
住
宅
難
を
緩

和
し
て
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
六

百
六
十
五
万
円
を
費

し
、
今
年
も
中
津
川
に
市
営

住
宅
を
二
十
戸
建
て
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
第
一
種
十
五

戸
平
屋
建
十
一
坪
（
三
十
六

平
方
メ
ー
ト
ル
）
玄
関
付
六

畳
二
間
、
押
入
れ
、
物
置
、

台
所
、
便
所
付
。

　

第
二
種
五
戸
、
平
屋
建
九

坪
（
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
玄

関
付
、
六
畳
一
間
、
四
畳
半

一
間
、
押
入
れ
、
物
置
、
台
所

便
所
付
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
月
十
日
に
着
工
、
十
一

月
初
め
に
は
七
ダ
ン
な
市
営

住
宅
が
お
目
見
え
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

風
見
鶏

▼
成
田
の

　

「
い
な
り

ず
し
」
、

静
岡
の
「
わ
さ
。
び
づ
け
」
、
敦
賀

の
「
か
ま
ぼ
こ
」
、
今
庄
の
「
そ

ば
」
等
々
、
誰
も
が
思
い
出
す
汽

車
の
旅
の
名
物
の
数
々
で
あ
る
。

▼
待
望
の
越
美
北
線
は
来
年
の
十

一
月
ま
で
に
福
井
？
西
勝
原
間
の

路
床
完
成
、
さ
ら
に
十
一
月
ま
で

に
同
区
間
の
運
転
開
始
の
明
る
い

見
通
し
が
立
つ
に
い
た
っ
た
。
▼

そ
こ
で
思
う
こ
と
は
大
野
市
の
名

産
が
一
応
頭
に
浮
び
上
る
。
「
け

ん
け
ら
」
「
く
る
み
よ
う
か
ん
」

ま
こ
と
に
結
構
で
あ
る
が
「
け
ん

け
ら
」
は
福
井
に
も
あ
る
。
く
る

み
よ
5
か
ん
は
独
特
の
よ
う
だ
が

よ
う
か
ん
類
は
一
応
ど
こ
へ
い
っ

て
屯
あ
る
に
は
あ
る
。
▼
ひ
と
頃

　

「
大
野
の
里
芋
」
と
銘
う
っ
て
関

西
方
面
に
ま
で
好
評
を
博
し
た
が

泥
ん
こ
芋
や
、
か
し
ら
芋
が
混
入

し
て
い
て
以
後
不
評
を
買
っ
た
。

芋
の
で
ん
が
く
で
は
ち
よ
っ
と
ど

う
も
ね
。
▼
「
河
内
か
ぶ
」
は
風

味
と
い
い
色
彩
と
い
い
申
L
分
の

な
い
も
の
だ
。
こ
れ
に
「
打
波
わ

さ
び
」
で
ビ
リ
ツ
と
味
を
利
か
し

た
ら
ち
よ
っ
と
い
け
そ
う
な
気
が

す
る
が
、
あ
ち
ら
の
お
か
ぶ
を
取

っ
た
ら
文
句
が
出
る
だ
ろ
う
か
。

▼
値
だ
ん
も
高
く
っ
か
ず
、
さ
り

と
て
拾
て
が
た
い
ロ
ー
カ
ル
色
豊

か
な
、
何
か
い
い
も
の
が
な
い
か

▼
味
覚
の
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
っ
い

話
は
食
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
越
美
北
線
の
開
通
は
こ
ん

な
こ
と
に
ま
で
夢
を
描
か
せ
る
。



追
加
更
正
予
算
な
ど

ｎ
’
議
案
を
可
決

第28回
定例市議会

詣嗇 　唄？
会
か
所
会
広
本
十
可
情
付
十

議
時
張
開
森
ヽ
の
り
陳
に
二
市
一
出
・
が
て
後
次
お
の
会
時
・

例
後
庄
だ
長
い
の
ヽ
ど
つ
員
五
だ
定
午
下
し
議
続
つ
り
案
九
委
後
し

回
日
所
ま
嶋
ヽ
さ
い
原
で
係
午
ま
八
六
役
れ
森
し
い
は
を
い
関
ヽ
し

十
月
市
か
ず
言
あ
に
案
つ
を
て
会
二
九

ヽ
開
ま
宣
長
議
議
ヽ
願
し
散
第
は
ら
で
を
市
会
三
決
請
託
分

上
提
議
案
は
次
の
と

お
り
▼
議
案
第
五
十
一
号

昭
和
三
十
三
年
度
大

野
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
追
加
更
正
予
算

三
十
三
年
度
に
は
い

り
三
回
目
の
追
加
更
正
予
算
で

追
加
額
は
三
百
八
十
九
万
九
千

三
百
円
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず

歳
出
面
か
ら
説
明
し
ま
す
と

▽
市
役
所
費
で
前
斎
藤
市
長
の

退
職
金
百
万
円
▽
教
育
費
で

は
四
十
五
万
八
千
五
百
円
（
退

職
一
時
金
一
四
万
八
千
円
、
小

中
学
校
施
設
費
三
十
一
万
円
）

▽
社
会
及
び
労
働
施
設
費
で
は

三
万
円
（
母
子
寮
敷
地
の
土
盛
ヽ

▽
産
業
経
済
費
で
は
二
百
二
十

一
万
一
千
円
（
織
物
組
合
施
設

補
助
に
二
十
万
円
、
農
地
交
換

整
備
事
業
に
二
十
四
万
一
千
円

－
阿
難
祖
地
頭
方
、
下
舌
の
開

田
補
助
で
す
）
新
農
村
施
設
補

助
に
七
十
六
万
円
（
田
野
区
ほ

か
五
ヵ
所
に
で
き
た
共
同
作
業

所
の
補
助
金
）
農
場
施
設
費
に

十
二
万
五
千
円
（
市
営
農
場
の

倉
庫
や
机
、
イ
ス
な
ど
の
購
入

）
県
単
か
ん
が
い
排
水
工
事
に

八
十
八
万
五
千
円
（
新
川
原
お

よ
び
下
五
条
方
の
県
単
工
事
の

地
元
や
県
の
負
担
金
）
▽
諸
支

出
金
で
は
二
十
万
円
（
全
国
砂

防
会
館
へ
の
資
金
）
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
入
の
面
で
は

▽
た
ば
こ
消
費
税
で
百
万
円
の

追
加
▽
使
用
料
及
び
手
数
料

五
十
万
一
千
五
百
九
十
五
円

▽
国
庫
支
出
金
二
十
四
万
七
千

七
百
五
円
▽
県
支
出
金
三
十

七
万
九
千
円
▽
寄
付
金
五
十

七
万
一
千
円
▽
雑
収
入
二
十

万
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
三
億
五

千
八
百
三
十
六
万
七
百
円
で
す

▼
議
案
第
五
十
二
号
昭
和
三
十

三
年
度
特
別
会
計
国
民
健
康
保

険
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
で

三
万
五
千
三
百
円
の
追
加
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
健
康
保

険
法
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事

を
行
う
た
め
の
費
用
で
す
。

▼
議
案
第
五
十
三
号
昭
和
三
十

三
年
度
特
別
会
計
富
田
診
療
所

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
で
三

万
九
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
職
員
給
の
増
額
と
診

療
負
担
金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

▼
議
案
第
五
十
四
号
昭
和
三
十

三
年
度
特
別
会
計
簡
易
揚
水
道

事
業
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

で
六
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
備
品
費
、
消
耗
品
の
購

入
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

▼
議
案
第
五
十
五
号
大
野
市
教

育
委
員
会
教
育
委
員
選
任
の
同

意
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
任
期
満

了
に
な
り
ま
し
た
宮
田
開
造
氏

（
一
番
）
後
任
に
臼
井
泰
蔵
氏

（
五
番
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
議
案
第
五
十
六
号
大
野
市
公

平
委
員
会
委
員
選
任
の
同
意
に

つ
い
て
、
任
期
満
了
に
な
っ
た

松
村
利
一
氏
（
南
六
呂
師
）
と

畑
原
幸
繁
氏
（
下
丁
）
の
後
任

に
、
喜
多
山
友
三
氏
（
尾
永
見
）

と
常
見
憲
馬
氏
（
土
打
）
に
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
議
案
第
五
十
七
号
大
野
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任
の

同
意
に
つ
い
て
、
任
期
満
了
に

な
っ
た
林
金
之
助
氏
（
西
勝
原
）

の
後
任
に
、
飯
岡
彦
兵
衛
氏
（

萩
が
野
）
を
決
め
ま
し
た
。

▼
議
案
第
五
十
八
号
隔
離
病
舎

の
運
営
に
つ
い
て
、
中
保
地
籍

に
あ
る
隔
離
病
舎
の
建
物
は
老

朽
し
て
い
る
の
で
大
野
隔
離
病

舎
に
統
合
し
、
施
設
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
同
所
の
廃
止
を

決
め
ま
し
た
。

▼
議
案
第
五
十
九
号
大
野
市
学

校
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

▼
議
案
第
六
十
号
大
野
市
学

校
職
員
の
懲
戒
の
手
続
お
よ
び

効
果
に
関
す
る
条
例
廃
止
に
つ

い
て
、
両
議
案
と
も
に
教
育
法

の
改
正
に
伴
い
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。

▼
議
案
第
六
十
一
号
前
斎
藤
市

長
に
対
す
る
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
初

代
市
長
と
し
て
尽
し
た
労
に
報

い
る
た
め
百
万
円
を
決
め
ま
し

た
。
▼
議
案
第
六
十
二
号
財
産
の
処

分
に
つ
い
て
、
大
野
警
察
署
か

ら
引
継
ぎ
を
受
け
た
木
本
巡
査

駐
在
所
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

▼
議
案
第
六
十
三
号
融
資
契
約

に
つ
い
て
、
仏
原
部
落
が
木
本

原
開
拓
地
に
入
植
し
た
資
金
の

融
資
に
、
百
四
十
万
円
を
決
め

ま
し
た
。

▼
陳
情
、
請
願
▽
市
営
テ
一
一
ス

コ
ー
ト
設
置
に
つ
い
て
▽
市

道
、
鋸
町
通
り
（
五
番
上
～
二

番
上
）
の
舗
装
に
つ
い
て
▽

五
番
上
見
付
道
路
の
貫
通
に
つ

い
て
▽
有
終
南
校
校
庭
の
排

水
と
整
地
の
早
期
完
成
に
つ
い

て
▽
大
野
市
選
挙
区
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
▽
大
野
地
区

自
由
労
務
者
に
夏
期
手
当
支
給

方
に
つ
い
て
▽
奥
越
大
野
太

鼓
明
友
会
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
▽
下
水
の
改
修
に
つ
い

て
▽
京
福
駅
前
道
路
拡
張
計

画
損
害
補
償
に
つ
い
て

　

（
写
真
は
市
議
会
で
の
森
広
市

　

長
の
あ
い
さ
つ
）

標
語

完
納
は
明
る
い
社
会
の
泉
な

り完
納
で
明
る
い
我
が
家
我
が

大
野

市
政
ニ
ュ
ー
ス
を

お
聞
き
く
だ
さ
い

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
四
時
四

十
五
分
に
は
、
N
H
K
福
井
放

送
に
（
一
、
一
六
〇
か
六
〇
〇
）

ラ
ジ
オ
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
会

議
の
模
様
な
ど
、
市
政
の
動
き

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
セ
ン
ス
の
町
作
り
に

商
店
外
部
診
断

　

新
し
い
セ
ン
ス
の
町
並
を
作

り
、
顧
客
の
購
買
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
こ
の
方
の
権
威
者
を

招
い
て
、
十
月
中
旬
に
、
商
店

外
部
診
断
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

診
断
を
行
う
店
舗
は
、
二
十

店
舗
の
予
定
で
す
。

　

希
望
者
は
十
月
十
日
ま
で
に

商
工
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
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上若生子合併記念造林

　

商
工
業
、
田
園
、
山
岳
地
帯
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

　

の
経
済
的
特
色
を
持
つ
地
域
が
一
つ
に
な
り
、

　
　

こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
総
合

　
　

発
展
を
遂
げ
て
来
た
が
、
そ
の
I
ツ
に
昭
和
三

　
　
　

十
年
度
い
ら
い
四
、
一
〇
〇
ア
ー
ル
の
合
併
記

　

念
造
林
の
育
成
に
努
力
を
続
け
て
来
ま
し
た
。

　

九
月
十
六
日
、
池
田
助
役
と
羽
生
林
務
課
長
は

　
　

上
若
生
子
合
併
記
念
造
林
地
を
視
察
し
ま
し
た

　
　

が
、
そ
の
成
績
は
良
く
、
今
後
も
さ
ら
に
、
こ

　
　
　

の
造
林
事
業
に
力
を
い
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
　
　

た
。
（
写
真
は
上
若
生
子
合
併
記
念
造
林
地
）

合
併
記
念
造
林
は
、
上
若
生
子
一
五
号
三
七
番
地
へ
二

三
三
九
ア
ー
ル
、
上
黒
谷
二
九

号
三
〇
番
地
ヘ
ー
、
一
一
〇
ア

ー
ル
、
阿
難
祖
地
頭
方
七
三
号

一
の
二
番
地
へ
六
二
〇
ア
ー
ル

（
主
に
杉
苗
）
が
植
付
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

上
若
生
子
造
林
地
で
は
植
付

け
た
苗
木
の
成
長
は
よ
く
、
五

十
年
後
に
は
立
派
な
用
材
と
し

て
伐
採
が
で
き
る
と
い
う
明
る

い
見
と
お
し
が
た
て
ら
れ
、
さ

ら
に
造
林
意
欲
を
高
め
ま
し
た

　

当
地
の
区
長
石
田
氏
や
上
庄

森
林
組
合
の
権
守
氏
の
説
を
総

合
し
て
見
ま
す
と
、
五
十
年
後

が
適
正
伐
期
と
み
ら
れ
、
こ
の

地
で
I
〇
〇
ア
ー
ル
当
り
、
八

〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
上
若
生
子
の

こ
の
地
で
は
、
三
、
〇
〇
〇
ア

ー
ル
の
植
林
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
し
め
て
二
万
三
千

九
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
地
は
分
収
造
林
（
地
主

と
施
業
者
が
収
益
を
分
け
合
う

）
に
な
つ
て
い
ま
す
が
伐
採
ど

き
に
は
一
億
四
千
余
万
円
の
財

産
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

五
十
年
後
に
は
市
民
の
税
負

担
額
も
軽
く
な
る
ほ
か
、
豊

か
な
市
の
財
政
を
約
束
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市
有
林
の
面
積
は
七
万
八
千

九
十
ア
ー
ル
と
い
わ
れ
、
今

後
も
次
々
と
植
林
計
画
が
進

め
ら
れ
、
将
来
は
市
の
財
源

と
な
る
の
で
輝
か
し
い
希
望

が
持
た
れ
ま
す
。

たのしく有意義に

第三回大野市身体障害者連合大会

　

第
三
回
大
野

市
身
体
障
害
者

連
合
大
会
は
、

九
月
十
日
午
前

九
時
三
十
分
か

ら
大
野
劇
場
で

盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

定
刻
ま
で
に

約
百
五
十
名
の

会
員
が
集
り
、

大
会
長
（
民
生

課
長
）
の
あ
い

さ
っ
に
続
い
て
森
広
市
長
や
多

数
の
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た

後
、
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
次

の
五
名
に
大
会
長
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
山
田
善
夫
氏
（

一
番
）
を
同
大
会
の
議
長
に
選

任
し
て
議
事
に
は
い
り
ま
し
た

活
発
な
討
議
が
交
さ
れ
て
大
会

は
I
た
ん
正
午
に
終
り
、
中
食

後
は
軽
音
楽
や
映
画
観
賞
な
ど

あ
っ
て
、
こ
の
一
日
が
な
ご
や

か
に
明
る
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た

表
彰
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お
り

　

傷
痍
軍
人
会
出
村
外
志
雄

（
申
据
）
肢
体
協
会
川
田

重
男
（
水
落
）
肢
体
不
自
由

児
川
栄
宇
吉
（
一
番
）
盲

人
協
会
井
上
と
し
子
（
横

上
）
ろ
う
唖
協
会
遠
藤
す

ず
子
（
春
日
三
区
）

（
写
真
は
森
広
市
長
の
祝
辞
）

農
事

メ

モ

〔
裏
作
に
つ

　

い
て
〕

早
稲
の
収

穫
が
一
段

落
つ
い
た
こ
の
月
は
、
裏
作
の

推
進
に
う
ん
と
力
を
い
れ
て
く

だ
さ
い
。
引
合
う
裏
作
に
す
る

に
は
収
量
を
増
し
、
労
力
を
省

く
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
次
の
点
を
考
え

て
も
ら
う
と
よ
い
と
思
い
ま
す

1
土
の
中
に
十
分
空
気
が
は
い

り
、
作
物
の
根
を
よ
く
伸
す
こ

と
が
肝
要
で
す
か
ら
、
小
雨
の

と
き
、
ま
た
は
雨
後
の
耕
起
整

地
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
よ

う
。
あ
ら
か
じ
め
排
水
溝
な
ど

を
切
っ
て
地
面
を
乾
か
す
工
夫

を
し
ま
す
。

2
畑
作
は
有
機
物
の
消
耗
が
大

き
い
か
ら
、
た
い
き
ゅ
う
肥
は

極
め
て
有
効
で
す
。
ま
た
酸
性

を
な
お
す
た
め
石
灰
（
三
〇
貫

以
上
）
を
必
ず
施
す
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

3
一
日
ご
と
に
気
温
が
下
る
か

ら
ハ
種
期
、
定
植
期
は
遅
れ
な

い
よ
う
努
め
ま
し
よ
う
。
そ
の

た
め
に
麦
、
牧
草
な
ど
は
移
植

栽
培
、
ま
た
は
不
整
地
ま
き
、

な
た
ね
は
無
仮
植
栽
培
を
取
入

れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

4
雑
草
の
防
止
が
労
力
節
減
上

大
き
い
役
割
を
果
す
こ
と
を
考

え
、
土
入
、
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー

除
草
、
ク
ロ
ロ
ー
P
C
の
使
用

な
ど
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

〔
家
畜
の
種
付
〕
気
候
が
よ
く

な
る
に
っ
れ
家
畜
も
元
気
が
よ

く
な
る
か
ら
こ
の
際
、
種
付
適

期
に
あ
る
メ
ン
羊
や
山
羊
は
も

ち
ろ
ん
、
乳
、
和
牛
も
あ
き
ば

ら
の
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
よ

う
。
そ
の
た
め
に
は
発
情
日
記

を
つ
け
て
、
発
情
期
を
適
確
に

っ
か
む
こ
と
も
必
要
で
す
し
、

良
好
な
乾
草
、
埋
草
を
準
備
す

る
こ
と
も
、
飼
料
作
物
を
ま
き

付
け
て
置
く
こ
と
も
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

入
居
の
御
希
望
は

　
　
　

中
野
県
営
住
宅

民
生
課
で
は
、
こ
の
ほ
ど
中
野

地
籍
に
新
築
さ
れ
た
県
営
住
宅

土
戸
の
入
居
希
望
者
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
は
第
一
種
と
第
二

種
に
分
れ
、
第
一
種
は
玄
関
づ

き
六
畳
二
間
に
台
所
、
便
所
っ

き
で
、
平
屋
建
十
一
坪
（
三
五
・

六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
第
二
種
は
玄
関
づ

き
で
六
畳
一
間
、
四
畳
半
一
間

台
所
、
便
所
九
坪
（
二
九
・
一
六

平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

第
一
種
入
居
希
望
者
は
月
収

一
六
、
〇
〇
〇
円
以
上
で
、
家

賃
は
1
ヵ
月
一
、
九
〇
〇
円
で

す
。
第
二
種
の
入
居
希
望
者
は

月
収
一
六
、
〇
〇
〇
円
以
下
で

家
賃
は
1
ヵ
月
一
、
一
五
〇
円

で
す
。
独
身
者
は
入
居
で
き
ま

せ
ん
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
。



ヒ
ん
か
い
焼
却
場
を
新
設

　

西
五
カ
橋
詰
よ
り
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
下
流
の
地
に
二
百
十
万

円
で
じ
ん
か
い
焼
却
場
を
新
設

し
ま
す
。

　

敷
地
三
〇
〇
坪
（
約
一
〇
ア

ー
ル
）
事
務
室
兼
住
宅
一
む
ね

平
屋
建
八
坪
（
約
二
四
平
方
メ

ー
ト
ル
）
倉
庫
一
む
ね
平
屋
建

八
坪
（
約
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）

で
九
月
十
四

日
に
着
工
、

十
月
十
日
に

完
成
し
ま
す

　

こ
の
暁
に

は
特
許
東
亜

式
無
選
別
じ

ん
か
い
焼
却

器
に
よ
っ
て

一
日
に
三
、

○
○
○
貫
（
約
一
一
・
三
ト
ン
）

ま
で
焼
却
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
も
の
で
は
規
模

が
小
さ
く
、
一
日
に
三
〇
〇
貫

程
度
の
焼
却
し
か
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
露
天
で
焼
却
し
て
よ

う
や
く
急
場
を
し
の
い
で
い
ま

し
た
が
、
悪
臭
を
放
つ
ば
か
り

で
な
く
、
不
衛
生
で
困
っ
て
い

ま
し
た
。

じ
ん
か
い
焼
却
場
が
で
き
た

だ
け
で
は
町
は
美
く
し
く
な

り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
は
必
ず
ゴ

ミ
箱
に
入
れ
て
川
や
溝
に
す

て
な
い
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

あ
る
観
光
客
は
「
大
野
は
碁

盤
の
目
の
よ
う
に
整
然
と
整

っ
た
町
で
あ
る
の
に
、
惜
し

い
事
に
は
市
民
に
衛
生
観
念

が
う
す
い
の
か
、
川
に
I
ぱ

い
ゴ
ミ
が
か
か
っ
て
き
た
な

い
。
こ
れ
を
何
と
か
で
き
な

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
折
角
多
額
の
金

を
出
し
て
ゴ
ミ
焼
場
を
作
っ

た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

は
み
ん
な
協
力
し
て
美
し
い

町
に
仕
上
げ
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

員
名
峡
の
け
い
谷
美

京福大野駅から西谷街道を行くこと

八粁、十文字蛇淵のあたりから銭亀

尾を経て、若生子にいたる間が真名

峡である。眼下三十米を流れる清流

と絶壁をかざる紅葉の美しさは定評

がある。上流のダム見学をかねての

観光客は一年に二万人を数える。

市咲両麟難餅勤き

心
温
―
子
供
会
の
動
き

　

今
年
の
「
新

生
活
運
動
実
施

目
標
」
の
一
つ

に
、
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
運
動
が

加
え
ら
れ
て
、

美
し
い
環
境
を

作
ろ
’
り
と
の
合

こ
と
ぱ
が
交
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
街
地
で
は
相
変
ら
ず
清
掃
夫
が

川
”
n
”
。
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

　

と
き
あ
た
か
も
阪
谷
地
区
子
供

会
で
は
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
運
動
に

積
極
的
に
着
手
し
、
こ
の
美
挙
に

は
心
温
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

阪
谷
公
民
館
で
は
、
運
営
審
議

会
を
開
い
て
「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

運
動
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

し
て
そ
の
実
を
あ
げ
る
か
を
審
議

し
、
論
議
も
尽
き
た
こ
ろ
、
こ
の

子
供
会
は
自
主
的
な
動
き
で
、
こ

の
運
動
に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
地
区
の
各
種

団
体
か
ら
、
キ
ョ
金
と
阪
谷
農
協

か
ら
の
出
金
を
合
わ
せ
て
約
一
万

円
で
。
横
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

縦
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
六

○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ゴ
ミ
箱
を

七
個
作
り
玄
し
た
。
こ
の
フ
タ
に

は
「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
運
動
」
「

＊
n
I
I
I
は
r
こ
の
箱
の
中
へ
捨
て
て

く
だ
さ
い
」
（
阪
谷
地
区
子
供
会

）
と
か
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

七
個
の
箱
は
九
月
四
日
、
そ
れ

ぞ
れ
バ
ス
の
停
留
所
（
松
丸
、
伏

石
、
南
六
呂
師
）
阪
谷
小
、
中
学

校
、
ニ
ツ
の
分
校
に
I
ツ
ず
つ
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

子
供
会
員
は
登
校
、
退
校
の
と

き
路
上
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
こ
こ
に

入
れ
る
の
で
す
。
ま
た
常
に
汚
れ

易
い
バ
ス
の
停
留
所
や
会
合
の
た

び
ご
と
に
汚
れ
る
学
校
の
講
堂
付

近
に
設
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
箱
は
、
お

と
な
の
人
達
の
反
省
と
公
徳
心
を

呼
び
お
こ
し
て
い
ま
す
。

　

集
っ
た
ゴ
ミ
は

学
校
や
農
協
の
焼

却
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
処
理
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
六
呂

師
子
供
会
で
は
昨

年
か
ら
六
呂
師
高

原
に
ゴ
ミ
箱
を
設

け
て
、
観
光
客
が
ち
ら
か
し
た
紙

ク
ズ
な
ど
を
集
め
て
、
観
光
地
の

美
化
に
当
る
な
ど
、
小
さ
い
ら
の

中
に
美
し
い
輝
き
を
見
せ
て
い
ま

す
。
（
子
供
会
の
ゴ
ミ
箱
）

「砺四晒

◎

故
意
に
給
付
事
由
を
生
ぜ
し

め
た
と
き
の
給
付
に
つ
い
て

（
P
子
）
け
ん
か
と
か
酔
つ
ぱ

　

ら
い
で
、
け
が
や
病
気
を
し

　

た
場
合
は
保
険
で
診
察
し
て

　

も
ら
え
な
い
そ
う
で
す
が
、

　

本
当
で
す
か
。

（
答
）
そ
の
通
り
で
す
。

（
P
子
）
自
殺
や
自
殺
未
遂
の

　

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

（
答
）
自
殺
や
自
殺
未
遂
に
よ

る
傷
病
も
、
故
意
に
給
付
事
由

を
生
ぜ
し
め
た
も
の
と
し
て
、

原
則
と
し
て
保
険
で
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
。

声

壁
に
咲
く
美
し
い
花

誰
が
書
い
て
出
す

の
か
、
ど
の
会
の

思
い
付
き
か
知
ら
な
い
が
、
あ

る
町
角
に
こ
ん
な
貼
紙
が
し
て

あ
っ
た
。

　

「
濁
れ
る
河
も
、
川
上
は
清

き
谷
間
の
岩
清
水
、
心
け
が
れ

し
人
の
子
も
、
幼
き
頃
に
神
を

見
き
」

　

実
に
心
打
た
れ
る
一
句
で
あ

る
。
き
れ
い
に
塗
装
さ
れ
た
店

舗
や
、
舗
装
さ
れ
た
街
路
、
さ

っ
そ
う
と
か
っ
歩
す
る
人
々
の

明
る
い
表
情
に
比
べ
て
、
い
っ

し
か
排
水
溝
に
は
、
ゴ
ミ
が
た

ま
り
、
見
苦
し
さ
を
呈
し
て
い

る
。
平
和
国
家
を
と
な
え
、
口

で
は
文
化
生
活
を
叫
ぶ
人
達
の

心
の
I
す
み
に
、
常
に
こ
の
壁

に
咲
い
た
花
の
よ
う
な
美
し
さ

が
輝
い
て
い
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
。

　
　

お
知
ら
せ
お
お
の
風
土
記

は
、
斎
藤
秀
助
先
生
の
寄
稿
で

長
く
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
編

集
の
都
合
で
一
時
休
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
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